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〔　要　　約　〕
　本学の図画工作では、学生が造形分野の活動を楽しむことができるようになることを目的の一つとし
て、造形遊びを中心とした授業を実施している。その授業を経験することにより、学生の造形分野に対
する意識がどのように変化したかをアンケート調査したところ、大半の学生の造形分野に対する意識が
好転した結果が得られた。しかし、造形分野に対する苦手意識をどれだけ軽減できたかは不明である。
また、特に絵を描くことについての苦手意識は根深いことが見えてきた。
Ⅰ．はじめに
短大の図画工作の授業で、絵を描いたりものをつ
くったりする造形分野の活動は好きですかという質問
を学生にすると、好きと答える学生よりも嫌い、もし
くは苦手と答える学生の方が多い印象がある。本学は
幼児教育科の短大であるため、学生は卒業後、保育士
や幼稚園教諭として保育教材や装飾物等の制作、お絵
描きや粘土遊びのような造形的な表現内容の保育を頻
度の多少はあっても行うこととなる。もし苦手意識を
持ったまま装飾物をつくったら、その装飾物はつくら
されてつくっただけの面白みのないものになる。逆に、
楽しみながら装飾物を制作したら、その装飾物は魅力
的になってくる。なぜならば、お絵描きやものつくり
を楽しむということは、どうしたらもっと面白く魅力
的なものになるか工夫することを楽しむことに繋がる
からである。また、保育で造形活動をする際も、保育
者自身が活動を楽しめるかどうかは重要になってくる。
なぜならば、子どもは保育者が楽しそうに活動してい
る姿を見ると、自分もやってみたいと思うからである。
そして、子ども自身が楽しいと感じた活動に保育者が
楽しそうに応えてくれることで、楽しい活動であるこ
とを再認識し、自信を持ってその活動を楽しむことが
できるのである。従って、保育者を目指す学生が造形
分野の活動を好きになること、少なくとも苦手意識を
なくすことは、幼児教育科における図画工作の授業が
果たすべき重要な役割になるのではないかと思われる。
幼児教育科における図画工作のねらいは、①造形分
野における幼児理解、②保育に関連した造形表現技能
の習得が挙げられる。これらの知識や技能の習得を、
学生自身が楽しく主体的にできるかどうかが、学生の
造形分野に対する意識に大きな影響を与えると思われ
る。従って、本学の図画工作では、造形遊びの要素を
多く含ませ、学生が楽しみながら色々な造形経験がで
きるように設定している。通年の授業のうち前期の授
業は樋口が担当し、主にフロッタージュ（こすり出
し）やクレヨンスクラッチ、マーブリング、にじみ絵、
染め紙、版画、スタンピング、ポップアップ（飛び出
す仕掛けのあるカードなど）、切り紙等、技法を中心
とした造形表現遊びを行うことにより、上手下手では
なく、作業の結果できる偶然性や作業の過程を楽しみ
ながら造形経験を増やし、そこから自分のイメージや
世界観に展開できるような内容になっている。また、
子どもの感覚に戻れるような造形遊びを通して、子ど
もの絵や造形についての特徴を再認識するようにして
いる。後期は花田が担当し、主に紙を使ったお弁当づ
くりや共同制作による壁面装飾、パネルシアター等の
作品づくりを中心にしているが、こちらも上手下手よ
りもどれだけ工夫して出来上がりをおもしろくできた
かが焦点になっている。それぞれの作品は、発表や鑑
賞を通して、他学生の個性や工夫に気づけるようにし
ている。また、パネルシアターの発表は子どもの前で
行うことを想定して実演するようにし、実習等に活か
せるようにしている。このように、造形技術を習得し
ながらその表現活動を楽しめるように図画工作の授業
を計画しているが、学生が本当に造形分野を前向きに
捉えることができるようになったかの調査をこれまで
羽陽学園短期大学紀要　第10巻　第３号（通巻37号）2017年２月
Bull. of  Uyo  Gakuen College, Vol.10,  No.3, February 2017 105
－　　－388
花田　嘉雄　　樋口　健介
実施していなかったので、立証することができない。
本研究は、本学の図画工作の授業を１年間受けるこ
とによって、学生の造形分野に対する意識がどれだけ
前向きに向上したかに焦点を当て、調査したものであ
る。
Ⅱ．方法
１．対象者
　前期は羽陽学園短期大学平成27年度１年次学生106
名、後期は同１年次学生103名であった。図画工作は
通年の必修科目であるため、それぞれ前期、後期終了
時の在籍者数である。
２．実施日、手続き
　平成27年度図画工作の前期、後期それぞれの最終講
義日にアンケート調査を実施、回収した。前期の調査
については、回収数の99枚（回収率93.4%）を分析の
対象とし、後期については、回収数の100枚（回収率
97.1%）を分析の対象とした。
３．調査内容
　前期の調査では、１．短大入学前における図画工作
に対する好き嫌いの意識、２．前期図画工作で実施し
た授業内容に対する面白さ評価、３．前期図画工作の
授業全般に対する面白さ評価、４．前期授業経験後の
図画工作に対する意識変化を調査した。後期の調査で
は、５．後期図画工作で実施した授業内容に対する面
白さ評価、６．後期図画工作の授業全般に対する面白
さ評価、７．後期授業経験後の図画工作に対する意識
変化、８．一年間の授業経験後の図画工作に対する意
識変化を調査する内容で行った。
　実際の調査内容は次の通りである。
『図画工作アンケート（前期）』
１．短大入学前、図画工作や美術は好きでしたか？
（１．好き　　　　　　　　　　２．好きな方
　３．どちらかというと嫌い　　４．嫌い）
１－２．その理由はなぜですか？
２．前期図画工作の内容について、下の基準で評価を
して、各評価欄に点数を記入してください。
　面白かった…４点　
　面白かった方…３点　
　どちらかというとつまらなかった…２点
　つまらなかった…１点
＜前期図画工作の内容＞
３．前期図画工作の授業は、15コマ通しておもしろ
かったですか？
（１．面白かった　　２．面白かった方
　３．どちらかというとつまらなかった　
　４．つまらなかった）
３－２．その理由はなぜですか？
４．前期の図画工作の授業を通して、図画工作や美術
に対する見方は変わりましたか？
（１．以前より好きになった
　２．以前より興味を持った
　３．以前より興味がなくなった
　４．以前より嫌いになった）
４－２．その理由はなぜですか？
『図画工作アンケート（後期）』
５．後期図画工作の内容について、下の基準で評価を
して、各評価欄に点数を記入してください。
　面白かった…４点　
　面白かった方…３点　
番号 回 内容 評価（点）
① １、２ デザイン演習①②（自己紹介広告）
② ３ 造形遊び①（ふわっふわの紙、ぐるぐる描く）
③ ４ 造形遊び②（スタンプ、アイロンバチック、ビー玉）
④ ５ 造形遊び③（フロッタージュ）
⑤ ６ 造形遊び④（クレヨンスクラッチ）
⑥ ７ 造形遊び⑤（コラージュ）
⑦ ８ 動くおもちゃの制作
⑧ ９ 色について①（オリジナル色相環づくり、にじみ絵）
⑨ 10 色について②（マーブリング、染め紙遊び）
⑩ 11、12 とびだすカード①②
⑪ 13 版画演習①（ステンシル版画）、幼児画の特徴①
⑫ 14 版画演習②（なんでもコラージュ版画）
⑬ 15 幼児画の特徴②まとめ
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　どちらかというとつまらなかった…２点
　つまらなかった…１点
＜後期図画工作の内容＞
６．後期図画工作の授業は、16コマ通しておもしろ
かったですか？
（１．面白かった　　２．面白かった方
　３．どちらかというとつまらなかった　
　４．つまらなかった）
６－２．その理由はなぜですか？
７．後期の図画工作の授業を通して、図画工作や美術
に対する見方は変わりましたか？
（１．以前より好きになった
　２．以前より興味を持った
　３．以前より興味がなくなった
　４．以前より嫌いになった）
７－２．その理由はなぜですか？
８．前期、後期と一年間の図画工作の授業を通して、
図画工作や美術に対する見方は変わりましたか？
（１．以前より好きになった
　２．以前より興味を持った
　３．以前より興味がなくなった
　４．以前より嫌いになった）
Ⅲ．結果
　前期、後期のアンケート調査の結果は次の通りで
あった。
１．短大入学前における図画工作に対する好き嫌いの
意識
　好きと答えた学生が30%（29名）、好きな方と答え
た学生が28%（28名）、どちらかというと嫌いと答え
た学生が28%（28名）、嫌いと答えた学生が14%（14
名）であった。平成27年度入学の学生については、入
学前の図画工作や美術に好印象を持っている（好きも
しくは好きな方と答えた）学生（58%）の方が、悪印
象を持っている（どちらかというと嫌い、もしくは嫌
いと答えた）学生（42%）より若干多いが、半分近い
学生が図画工作や美術に対して悪印象を持って入学し
たことが分かる。
１－２．１の理由についての自由記述の分類
理由を書いた学生は34名であり、その中で、入学前
の図画工作や美術に好印象の学生による回答が13件、
悪印象を持っている学生による回答が21件であった。
図画工作や美術に好印象の学生による回答は、「つ
くるのが好き」、「作品を見るのも好きだから」、「自分
を表現できるから」のように、もともと造形活動が得
意、もしくは好きな学生による回答が６件、「正解が
ないから」、「作品の評価や上手さをあまり考えなくて
よかったりするから」のように、上手、下手という他
人の評価や正解を気にしなくてよいから好きという回
答が４件、その他「子どもの頃に戻れる」、「みんなで
遊べた」、「先生が良い」がそれぞれ１件ずつであった。
一方、図画工作や美術に悪印象を持って入学した学
生による回答は、「下手だから」、「思うようにつくれ
ないから」、「センスがないから」、「アイディアを出す
のが苦手だから」のように、つくったり描いたりする
ことに苦手意識を持っている、または自信がないとい
う回答が12件、「比べられるから」、「みんなと同じよ
うにできないから」、「馬鹿にされることが多かったか
ら」などのように、他人との比較や評価を気にする回
答が５件、その他、「時間が足りないから」、「工作は
番号 回 内容 評価（点）
① １ オリエンテーション、鉛筆グラデーション
② ２～４ パネルシアター
③ ５ パネルシアター発表
④ ６、７ 学園祭遊び場づくり
⑤ ８ 粘土あそび
⑥ ９～11 紙でお弁当づくり
⑦ 12～15 壁面装飾
⑧ 16 壁面装飾発表
図１　短大入学前における図画工作に対する好き嫌いの意識
図２　入学前における図画工作に好印象の理由
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好きだが、絵を描くのは苦手」、「先生が怖い」、「苦痛
の時間」がそれぞれ１件ずつであった。
図画工作に好印象を持っている学生の理由の中に、
正解や評価を気にしなくてよいからという回答が複数
見られるが、悪印象を持っている学生の理由の中には、
他人との比較や評価が気になるからという正反対の回
答が複数見られた。また、先生に対する印象も正反対
であり、若干ではあるが、教員による影響があること
が分かる。
２．前期図画工作で実施した授業内容に対する面白さ
の評価
　前期図画工作の各授業内容についての評価（４点満
点）の平均点は、次の通りであった。
３．前期図画工作の授業全般に対する面白さの評価
一番多かった回答は面白かった77%（76名）、次に
多かったのが面白かった方21%（21名）であり、合わ
せて98%の学生が前期図画工作の授業に何らかの面白
さを感じた結果となった。どちらかというとつまらな
かったと答えた学生が１％（１名）、無回答が１％（１
名）であった。
３－２．３の理由についての自由記述の分類
理由を書いた学生は45名であり、その中で、前期図
画工作の授業に面白さを感じた学生による回答が44件、
どちらかというとつまらなかったと感じた学生による
回答が１件であった。
面白いと感じた学生の理由の自由記述を分類したと
ころ、「楽しいものが多かった」、「今までやったこと
のないことをたくさんできた」、「クレヨンで作った作
品が特に楽しかったから」、「本気で遊ぶということが
分かったし、自由にできた」のように、様々な造形体
験が楽しかったという回答が11件、「幼児のころ好き
だったことをやれたから」、「童心に返って遊ぶことは
将来子どもにさせる遊びの本質を知ることであるか
ら」、のように、童心に返って純粋に活動を楽しめた
という回答が４件、「他の人と比べることがなかった
から」、「上手い下手があまり関係のない授業だったか
ら」、「上手くいかなくても、それがアートなんだとか
個性なんだと思うことができて、楽しかった」のよう
に、上手下手や比較のない授業内容だから楽しめた
という回答が９件、「みんなの作品（発想）を見るの
が楽しかった」、「自分ではない違う人のデザインやア
イディアを見て、知識を増やすことができた」のよう
に、鑑賞が楽しかったという回答が４件、「就職して
からも実習でも使える内容だったから」のように、将
来に役立つ内容だったから良かったという回答が４件、
「先生がみんなを平等に褒めてくれるから」、「友達と
ワイワイガヤガヤ作ることができて楽しかった」のよ
うに、教員や授業の雰囲気が楽しかったという回答
が４件、その他、「活動がシンプルだったから」、「座
学と違い体を動かすから」等の回答があった。また、
「私のものを作るセンスがなかったから」という回答
も２件あったが、これは面白かったではなく面白い方
と回答した理由と思われる。
一方、どちらかというとつまらなかったと回答した
学生の理由は、「大変だった」の一言であった。身体
感覚を使っての作業内容が面白いと感じる学生が多
番号 回 内容 平均点
① １、２ デザイン演習①②（自己紹介広告） 3.36
② ３ 造形遊び①（ふわっふわの紙、ぐるぐる描く） 3.62
③ ４ 造形遊び②（スタンプ、アイロンバチック、ビー玉） 3.64
④ ５ 造形遊び③（フロッタージュ） 3.60
⑤ ６ 造形遊び④（クレヨンスクラッチ） 3.65
⑥ ７ 造形遊び⑤（コラージュ） 3.61
⑦ ８ 動くおもちゃの制作 3.57
⑧ ９ 色について①（オリジナル色相環づくり、にじみ絵） 3.66
⑨ 10 色について②（マーブリング、染め紙遊び） 3.75
⑩ 11、12 とびだすカード①② 3.65
⑪ 13 版画演習①（ステンシル版画）、幼児画の特徴① 3.56
⑫ 14 版画演習②（なんでもコラージュ版画） 3.58
⑬ 15 幼児画の特徴②まとめ 3.41
授業内容によって多少の差はあるが、どの内容も高評価
であった。
図３　入学前における図画工作に悪印象の理由
図４　前期図画工作全般に対する面白さ評価
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かった反面、面白いと感じるまでには至らなかった学
生もおり、そのような学生の心をどのように前向きに
できるかは今後の課題である。
４．前期授業経験後の図画工作に対する意識変化
前期の図画工作の授業を通して、図画工作や美術に
対する見方は変わりましたか？という質問に対して、
以前より好きになったという回答が最も多く63%（62
名）であり、次いで多かったのが以前より興味を持っ
たという回答36％（36名）であり、合計99%の学生の
造形分野に対する意識が好転したことになる。一方、
以前より興味がなくなったという回答は１％（１名）、
以前より嫌いになったという回答は０％であり、ごく
少数ではあるが、前期の授業により造形分野に対する
意識が後退した学生もいることが分かる。
４－２．４の理由についての自由記述の分類
理由を書いた学生は45名であり、全て以前より好き
になった、もしくは以前より興味を持ったという回答
をした学生の記述であった。その内容を分類したとこ
ろ、３－２の回答と同様に、様々な造形体験が楽し
かったという回答（14件）、上手下手や比較のない授
業内容だから楽しめたという回答（２件）、教員や授
業の雰囲気が楽しかったという回答（６件）がある中、
「楽しさが分かってきた」、「もっと柔軟に考えていい
んだなと思えたから」、「図工を通して自分を表現でき
る方法をより多く知ったから」、「上手い下手より自分
なりに表現することが大切と分かったから」のように、
以前より図画工作を前向きに捉えられるようになった、
または自己の意識改革に繋がったからという回答（11
件）や、「楽しくなるように授業が工夫されていた」
という回答（２件）、「子どもたちにも創造する楽しさ
を伝えてあげたいと思ったから」のように、保育者と
なって子どもと造形活動をすることを想定した回答
（６件）が見られた。また、中学、高校の授業と比較
して自由だったからという回答も４件あった。
５．後期図画工作で実施した授業内容に対する面白さ
の評価
後期図画工作の各授業内容についての評価（４点満
点）の平均点は、次の通りであった。
６．後期図画工作の授業全般に対する面白さの評価
後期図画工作については、面白かったと答えた学生
が72%（72名）と最も多く、次いで面白かった方と答
えた学生が22%（22名）、どちらかというとつまらな
かったと答えた学生が４％（４名）、つまらなかった
と答えた学生が０％、無回答が２％（２名）であり、
94％の学生が、後期図画工作の授業に何らかの面白さ
を感じた結果となった。
番号 回 内容 平均点
① 1 オリエンテーション、鉛筆グラデーション 3.20
② 2～4 パネルシアター 3.48
③ 5 パネルシアター発表 3.38
④ 6、7 学園祭遊び場づくり 3.38
⑤ 8 粘土あそび 3.40
⑥ 9～11 紙でお弁当づくり 3.59
⑦ 12～15 壁面装飾 3.65
⑧ 16 壁面装飾発表 3.53
前期と同様に、授業内容によって多少の差はあるが、ど
の内容も高評価であった。
図５　前期図画工作に対する面白さ評価の理由
図７　前期授業経験後の図画工作に対する意識好転の理由
図６　前期授業経験後の図画工作に対する意識変化
図８　後期図画工作の授業全般に対する面白さ評価
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６－２．６の理由についての自由記述の分類
理由を書いた学生は99名であり、その中で、後期図
画工作の授業が面白いと感じた（面白かった、もしく
は面白かった方と答えた）学生による回答が97件、ど
ちらかというとつまらなかったと感じた学生による回
答が２件であった。
面白いと感じた学生の理由の自由記述を分類したと
ころ、特に理由は書かれていないが授業が楽しかっ
た（面白かった）という回答が18件、「図画工作が好
き」のように、もともと図画工作が好きな学生によ
る回答が９件、「いろいろな作品を作れた」、「やった
ことがないもの（活動・体験）にチャレンジできた」、
「壁面が楽しかった」、「作ることが苦手だったが楽し
むことができた」のように、図画工作としての制作活
動、様々な作業体験、自由な表現が楽しかったという
回答が26件、「皆の個性や感性が丸わかりでつくるの
も見るのも楽しかった」のように、鑑賞が楽しかった
という回答が６件、「皆と一緒に（話しながら）作る
のが楽しかった」、「様々なアイディアが出たし、協力
ができた」のように、共同制作が楽しかったという回
答が12件、「パネルシアターや壁面装飾など実習など
で役に立つので真剣に取り組んだ」のように、将来に
役立つことが良かったという回答が５件、「先生との
コミュニケーションが良かった」のように、教員や授
業の雰囲気が良かったという回答が６件、その他「ど
ちらかというと図画工作が得意ではない」、「つまらな
かった活動もあったから」、「前半は実習などで使えそ
うなものが多く作るのが大変でした。後半のお弁当作
りと壁面装飾は楽しかった」といった回答があった。
その他の回答は、面白かったではなく面白い方と回答
した理由と思われる。
一方、どちらかというとつまらなかったと回答した
学生の理由は、「作品が上手にできなかった」、「図画
工作が苦手だから」という回答であった。後期は作品
づくりが中心であるが、上手下手の意識や苦手意識を
なくすような更なる授業改善が必要と思われる。
７．後期授業経験後の図画工作に対する意識変化
後期の図画工作の授業を通して、図画工作や美術に
対する見方は変わりましたか？という質問に対して、
以前より好きになったという回答が最も多く52%（52
名）であり、次いで以前より興味を持ったという回答
が46%（46名）と多かった。以前より興味がなくなっ
た、以前より嫌いになったと答えた学生は共に０％、
その他どちらとも言えないという項目を新たに設定し
て回答した学生が２％（２名）であった。
前期の図画工作と同様に、数字の上では学生の図画
工作に対する意識を好転させることができたことにな
る。
７－２．７の理由についての自由記述の分類
理由を書いた学生は89名であり、以前より好きに
なった、以前より興味を持ったと回答した学生による
記述は87件、その他どちらとも言えないという項目を
設定した２名は２名とも「特に変化なし」という回答
であった。
以前より好きになった、以前より興味を持ったと回
答した学生による記述を分類したところ、６－２と
同様の回答も多く見られ、授業が楽しかった（面白
かった）という回答が21件、もともと図画工作が好
きな学生による回答が４件、図画工作としての制作活
動、様々な作業体験、自由な表現が楽しかったという
回答が19件、共同制作が楽しかったという回答が４件、
将来に役立つことが良かったという回答が３件、教員
や授業の雰囲気が良かったという回答が５件、その他
「図工は好きだけど美術は好きじゃない」という回
答もあった。図画工作に対する見方が変わったことに
対する理由が述べられている回答は26件であり、「作
ることの楽しさを知ったから」、「様々な素材を使う
だけでなく、見方を変えると様々な物に変化するか
ら」、「紙でおもしろいことができるのだなと興味が持
てた」、「作るのが楽しいと思ったし、より目を引き付
ける作品にするためにはどうしたらいいかなど考える
ことができるようになった」、「絵が苦手で嫌いだった
けど、絵だけが図画工作じゃないと分かった」、「アイ
ディアを出せるようになった」といった回答が見られ
た。
図９　後期図画工作に対する面白さ評価の理由
図10　後期意識変化
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図画工作の授業前後における短大生の造形分野に対する意識変化調査
８．一年間の授業経験後の図画工作に対する意識変化
前期、後期と一年間の図画工作の授業を通して、図
画工作や美術に対する見方は変わりましたか？の問
いに対して、以前より好きになったという回答が53%
（53名）、以前より興味を持ったが46%（46名）、無回
答が１％（１名）という結果であり、通年の図画工作
の授業を通して図画工作や美術を好きになった、もし
くは興味を持った学生が大半であった。
Ⅳ．考察とまとめ
短大入学前における図画工作に対する好き嫌いの意
識調査の結果では、図画工作や美術に好印象の学生
（58%）の方が多かったが、それでも半数近い42%の
学生が図画工作や美術に悪印象を持っていた。それが
一年間の授業経験後の図画工作に対する意識変化では、
99%の学生が図画工作や美術を好きになった、もしく
は興味を持ったと回答しており、本学の図画工作の授
業が学生の図画工作や美術など造形分野に対する意識
を好転させることに効果があったということができる。
また、前期授業経験後の図画工作に対する意識変化で
は、以前より好きになった、もしくは以前より興味を
持ったという回答が99%、後期授業経験後の図画工作
に対する意識変化では、以前より好きになった、も
しくは以前より興味を持ったという回答が98%であり、
前期、後期共に学生の造形分野に対する意識好転に概
ね効果があったと言える。
前期図画工作の授業全般に対する面白さ評価では、
98%の学生が前期図画工作の授業に何らかの面白さを
感じている。その理由として一番多いのが様々な造形
体験が楽しかったという回答であり、学生の造形分野
に対する視野、価値観を広げられる内容であったこと
が大きいと思われる。上手下手や比較のない授業内容
だからという理由や童心に返って活動を楽しめたとい
う回答も多数あった。本来、造形表現は造形遊びであ
り、上手、下手といった評価を気にするものではなく、
自分がどう感じ、どう表現しようとしたかが大切であ
る。子どもの造形遊びも同様であり、子どもの無邪気
な造形遊びこそが造形表現の本質である。童心に戻っ
て感覚遊びの過程を楽しんだ結果できる作品には、上
手下手は存在しない。その結果、「楽しさが分かって
きた」、「もっと柔軟に考えていいんだなと思えたか
ら」、「図工を通して自分を表現できる方法をより多く
知ったから」、「上手い下手より自分なりに表現するこ
とが大切と分かったから」のように、以前より図画工
作を前向きに捉えられるようになった、または自己の
意識改革に繋がったからという前期授業経験後の図画
工作に対する意識変化につながったのではないかと思
われる。また、将来に役立つ内容だったからという理
由も複数あり、ただ単に授業内容が楽しいからだけで
なく、学生が自分の将来に役立つかどうかも、授業を
面白いと感じる要因になることが分かった。これは、
意識変化の理由にあった「子どもたちにも創造する楽
しさを伝えてあげたいと思ったから」のように、保育
者となって子どもと造形活動をすることを想定するこ
とに繋がっていると思われる。
後期図画工作の授業全般に対する面白さ評価では、
94％の学生が、後期図画工作の授業に何らかの面白さ
を感じている。前期に比べて、どちらかというとつま
らなかったと回答した学生が若干増えており、その理
由は、「作品が上手にできなかった」、「図画工作が苦
手だから」という回答であった。上手下手の意識や
苦手意識は、前期の造形遊び中心の内容の時には薄れ
ていたが、後期の作品づくり中心の内容になった時に、
復活している。作業が苦手な学生にはできるだけ丁寧
に指導する等、上手下手の意識や苦手意識をなくすよ
うな更なる授業改善が必要と思われる。後期図画工作
の授業に何らかの面白さを感じた理由としては、前期
と同様に様々な造形体験が楽しかったが最も多かった。
３番目に多かった共同制作の楽しさについては、アイ
ディアを出し合ったり協力したりして一つのものをつ
くりあげる経験ができたことを理由に挙げている学生
が多かった。前期、後期と共通して見られた理由とし
て、鑑賞が楽しかった、将来に役立つ内容だから、教
員や授業の雰囲気が良かったからという理由があった。
他人の個性や良さを参考にできる鑑賞や、自分が将来
活用できそうな内容など、自分を向上させられる要素
も授業を面白いと感じる要素になることが窺われた。
また、保育者が子どもの前に立つ時に、場の雰囲気づ
くりや子どもとの関わりを楽しみながら活動を展開す
図11　後期授業経験後の図画工作に対する意識好転の理由
図12　一年間の授業経験後の図画工作に対する意識変化
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ることが必要となるが、短大の授業においても教員と
のコミュニケーションや楽しい雰囲気づくりが必要で
あることが窺われた。
前期の意識好転の理由を整理し直すと、様々な造形
体験が楽しかった、上手下手や比較のない授業内容だ
から楽しめた、教員や授業の雰囲気が楽しかった、楽
しくなるように授業が工夫されていた、中学、高校の
授業と比較して自由だったからといった理由は、授業
が面白かったからと捉えることができる。以前より図
画工作を前向きに捉えられるようになったことや、保
育者となって子どもと造形活動をすることを想定した
ことは、授業が面白かったことから生じた理由と考え
ることができる。また、後期の意識好転の理由も同
様に整理し直すと、もともと図画工作が好き（４件）、
図工は好きだけど美術は好きじゃない（１件）以外の
82件は 、授業が面白かったからという理由とそのこ
とから生じた理由と考えることができる。これらのこ
とから、学生の図画工作に対する意識好転は、授業の
面白さが大きく影響していることが分かる。
以上のように、造形分野に対する意識が以前より好
転した結果は得られたが、嫌いが好きにどれだけ近づ
いたかは、今回の調査では不明である。意識変化の選
択肢（１．以前より好きになった　２．以前より興味
を持った　３．以前より興味がなくなった　４．以前
より嫌いになった）を、短大入学前の意識調査の選択
肢と同様に（１．好き　２．好きな方　３．どちらか
というと嫌い　４．嫌い）にするべきであり、今後調
査を継続する上での改善点である。
また、前期の授業で99%の学生が意識を好転させて
いるにもかかわらず、後期意識変化の自由記述の理由
を拾っていくと、「図工は好きだけど美術は好きじゃ
ない」、「絵が苦手で嫌いだったけど、絵だけが図画工
作じゃないと分かった」のように、完全に苦手意識が
なくなってはいない回答が８件あり、造形分野に対す
る苦手意識を根強く持っている学生がいることが分か
る。特に、絵を描くことに対する苦手意識は一年間の
図画工作の授業ではなくなっていないことが分かる。
一年間の図画工作の授業だけでそれ以前の意識を完全
に変えることは不可能と思われるが、二年間の短大生
活における関わりも含めて、更に苦手が苦手ではなく
なるよう工夫し続けることは、造形分野担当の教員の
役割である。
SUMMARY
Yoshio  HANADA,
Kensuke  HIGUCHI:
The Survey of Changes in Students’ Feeling toward Formative Activity Before and
After Taking a Class of Arts and Crafts
　　　We teach formative play in class of Arts and Crafts. A purpose of the class is that a student comes to be able 
to enjoy formative activity. We conducted a questionnaire survey of changes in students’ feeling toward formative 
activity before and after taking the class. The results were that the feeling toward formative activity changed for the 
better. However, it is unclear how much improved the feeling that they are not good at formative activity did. And we 
understood some students had the ingrained feeling that they are not good at painting and drawing.
(Uyo Gakuen College) 
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